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●画像の世界

オ ー ス トラ リア ・ア ボ リ ジ ニ絵 画 の

画 像 デ ー タベ ー ス

久 保 正 敏
国立民族学博物館

　 画像 デ ータの扱 いが容易 に な って、パ ソ コン上 で も画像 デ ー タベ ー スを簡単 に構 築 で きる現在

で は、人文科 学の分 野 で も画像 デ ータベ ース作 りが盛 んで ある。 オー ス トラ リア ・ア ボ リジニの

研 究 グル ープに属 する筆者 も、アボ リジニ の伝 統的絵 画 で ある 「木皮 画」の画像 デー タベ ー ス を

構 築 しよう と考 えてい る。 彼 らの絵画 は神話 と深 く結 びつい てい るため 、そのデ ー タベ ース を構

築 す れ ばア ボ リジニ独 特 の世界観 を解 明す る手 がか りとな るであ ろ う。本稿 で は、画像 デー タベ

ー スを中心 に、神話 のデ ー タベ ース 、神話 や絵画 にお ける象徴作 用 のデ ータベ ース を組 み合 わせ

た、総合 的なデ ータベー ス構築 の構想 とね らい を紹介 す る。

1.は じ め に

　筆者は、国立民族学博物館を中心 とするオース ト

ラリア ・アボリジニ研究グループに属 している。グ

ループ ・メンバーの専門はi民 族考古学、社会人類

学1言 語人類学、人文地理学、民族栄養学、そして

筆者のような情報科学など、多岐にわたり、互いの

専門をクロスオーバーさせなが ら現地調査(フ ィー

ル ドワーク)を 重ねてきた。調査 と並行 して、資料

収集 も進めており、その結果、アボリジニの日常用

具や絵画など約一千点が国立民族学博物館に収蔵さ

れるに至っている。

　アボリジニ絵画は重要な資料である。後述するよ

うに、アボリジニ社会の特徴の一つは彼 らの神話に

基づ く世界観である。アボリジニ絵画は元来、この

神話世界を描いたものであるから、外部の人間であ

る我々が彼らの精神世界 を知るうえで大きな手がか

りとなる。これが、アボリジニ社会を対象 とする研

究者たちが絵画に関心を寄せる理由である。

　本稿では、筆者らが構築を計画 しているアボリジ

ニ絵画の画像データベースについて述べる。現在、

多方面で画像データベースが作られ応用されている

が、民族学(文化人類学)分野における応用のあり方

の一例 として紹介 したい。

　画像データベースを構築するためのッールが整備

され、簡単にデータベースが構築できるようになっ

た今 日、画像の検索方法、検索結果をどのようなシ

ステムと連携させるか、にデータベース構築の意義

が求められる。筆者 らは、アボリジニの精神世界を

外部に表現するためのメディアとして絵画を捉え、

絵画をデータベース化することによって、精神世界

を知るだけでなく、彼らの精神世界と外部世界との

相互作用を知る手がか りを得たいと考えている。そ

のため、絵画データベースを中核に、神話や語 りの

テキス トデータベースを互いにリンクさせた総合的

なデータベースの構築を目指 している。

2.オ ー ス トラ リア ・アボ リジニ文化 の特徴

　オース トラリアの先住民であるアボリジニの人口

は、オース トラリア全人口のおよそL6パ ーセント

にあたる28万 である。オース トラリア全土に散在

して住んでいるが、大部分は都市化の進んだ南部に

住み、白人とあまり変わらない生活を送っている。

中央部や北部の農牧地帯に住む人々は主に牛牧に携

わり、やはり白人と似た生活スタイルである。

　 しか し、中央砂漠地域や北部海岸地域などに住む

約3万 人の人々は、1920年 代からこの地域に保護区

が設定され始め、白人の立ち入 りが制限されるよう

になったこともあって、現在も狩猟採集の生活スタ

イルを残 している。もっとも、銃と四輪駆動車を用
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が、彼らの親族の基本単位であるクラン(氏族)は 、

それぞれ固有の神話を持ち、木皮画の描画スタイル

やモチーフもまたクランのアイデンティティに深 く

結びついている。描画技法は神話 とともにクラン毎

に代々伝承されていく。神話の舞台である各聖地は

儀礼と強く結びついているので、アボリジニの土地

権問題もまた、神話世界と切 り離 して語ることはで

きない。1993年 にオース トラリア連邦政府が 「アボ

リジニ土地権原法」を施行し、アボリジニの先住権

を公式に認めたこともあって、アボリジニ自身の土

地権意識は一層高まっている。こうした意識変化は、

木皮画に描かれるテーマにも影響を及ぼすことであ

ろう。

3.神 話 ・画像に見 られる象徴作用

　 このように、オース トラリア ・アボリジニの精神

文化にとって大きな意味を持つ絵画とその背景にあ

る神話世界の解明は、西欧社会との接触に伴って大

きく変容 しつつあるアボリジニ社会を捉えるうえで

欠かせない。そのため筆者らは、木皮画と神話に関

するデータベースを構築 し、それらを関係研究者に

公開し基礎資料 として共有化す ることを考えた。

我々の構想は、木皮画の画像データベースと神話デ

ータベースの背後に、象徴作用のデータベースを置

く点に大きな特徴がある。

　ある文化の神話を理解するうえで、象徴作用の解

明は重要である。オース トラリア ・アボリジニの場

合、一つの名詞や動詞の表す意味が、表面的解釈か

ら秘技的解釈まで多重の構造 を成 しており、それが

年齢階梯的な知識伝承と対応する、という彼 らの文

化独特の知識体系を反映 して、象徴作用に満ちた神

話の多いことが特徴となっている。言い換えれば、

象徴作用を把握 していないと、単に表面的な解釈に

とどまり、彼 らの精神世界の深部に踏み込むことが

できないのである。

　例をあげれば、神話を歌う歌にしば しば登場する

「ブルローラー(捻 り木)」 は、各地域のアボリジニ

神話で最も重要な精霊である 「虹ヘビ」や 「男性性」

を象徴するし、北東アーネムランド地域の神話では、
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いる狩猟、太陽発電システム、衛星放送、など近代

的システムをどんどん取り入れ、貨幣経済 も浸透す

るなど、物質面では大きな変化を見せている。

　 とは言うものの精神面では、 ドリー ミングと呼ば

れる宗教体系 とそれに基づく儀礼活動の伝統が生き

ている。昔々の神話時代に一族の土地や文化を創造

した精霊たちが今でも自分たちとともに居て、夢 を

通 して自分たちにメッセージを送ってくる、と言う

「ドリーミング」の観念は、精神生活のすべてを律

している。成人儀礼、葬送儀礼、豊穣儀礼に伴う歌、

踊 り、絵画はすべて、人間の側から精霊たちへの語

りかけである。例えば北部海岸地域においては、ユ

ーカリの木の皮に描かれる 「木皮画(樹 皮画)」が、

町のアー トセンターを通して市場に出回り、現金収

入源の一つとなっているが、そこに描かれるのはや

はり、精霊たちの活躍する神話世界なのである。木

皮画の例を写真で示 しておく。

　アボリジニの親族組織は複雑なことで知られる

イルカラ地域の木皮画
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自動車のイ

メー ジ(表象) 木皮画画像DＢ 神話DB

検索システム

シニフィアン

　 積み木

シニフィ工

　自動車

象徴作用DB

図1.象 徴作用における意味の三角形 図2.3つ のデータベースと総合検索 システム

「亀」や 「雲」が 「死」を、「海藻」が 「火」を象徴

する。これら象徴は、神話の語 りという言語メディ

アだけでなく、木皮画やボディペインティングなど

の絵画 メディアでも用いられ、その地域の住民にと

ってはその意味が了解可能なものとなっている。

　象徴作用は、図1に 示すような、いわゆる 「意味

の三角形」構造 によって説明 される。すなわち、

「意味するもの(シ ニフィアン)」が直接 「意味され

るもの(シ ニフィエ)」 を指示するのではなく、第

三項である表象(イ メージ)を 媒介にして間接的に

指示するのが象徴作用である。図は、幼児が積み木

を自動車に見立てる 「ごっこ遊び」を例示したもの

であるが、この場合、シニフィアンである積み木が

シニフィエである自動車を象徴するのは、幼児の頭

の中で、第三項として 「ともに同じ形や色をしてい

る」 という相似性に基づいた見立て、イメージ活動

を媒介にしているからである。言い換えれば、この

第三項である表象に基づ く思考過程こそが象微作用

の神髄であ り、そこに含まれるアナロジーや見立て

には、「色が同じ」 というような単純で普遍的なア

ナロジーだけではなく、その文化に固有の価値や環

境 を反映 した部分も含まれている。例えば、上の例

での、「海藻」→ 「火」 という象徴作用は、ともに

「揺 らめく」 という動 きの相似性 に基づいた単純な

ものであるが、「亀」→ 「死」 という象徴作用は、

「大きな海亀が起こした嵐で舟が遭難した」という、

この地域で伝承 されている神話に基づいており、地

域文化の成員の間でなければ成立 しない象徴作用な

のである。

　 しかし、ここで注意 しておかねばならないのは、

象徴作用とは、神話などの言語表現の上でのみ存在

するのではなく、絵画表現の上でも存在することで

ある。先述 したように、北東アーネムランド地域の

木皮画では、その描法 もまたクランのアイデンティ

ティと結びついてお り、白いクロスハッチが灰を表

し、赤い色が血や生命を表す、と言ったシンボリズ

ムが存在 し、その意味付けは絵画のテーマや文脈に

よっても変化する。また、中央砂漠地域に特有の

「砂絵」においても、幾何学的な文様が文脈に応 じ

た様々な意味に解釈 される。すなわち、絵画表現上

でも、形や色に象徴作用が認められるのであり、こ

れは独 りオース トラリア ・アボリジニ文化のみに見

られる現象ではない。

　 このように考えれば、言語表現 と絵画表現の両者

における象徴作用の調査と整理は、ある地域の精神

文化を解明する上で極めて重要であると言える。

　筆者 らは、木皮画画像データベースに加えて、神

話データベースを作成 し、これら二つのデータベー

スの背後にある象徴作用のデータベース作成 も試み

ようと考えている。象徴作用データベースは、神話

に現れる言語的な象徴作用だけでなく木皮画表現上

の象徴作用に対 しても、(シ ニフィアン、シニフィ

エ、表象)の 三項関係で整理 してデータベース化す

るものである。この象徴作用データベースは、木皮

画画像データベース及び神話データベースにリンク

されている。これら3つ のデータベースを統合的に
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検索可能とすることによって、精神文化の総合的な

解明に役立つシステムを目指す(図2参 照)。

　こうしたデータベース構造は、他の地域の精神文

化研究に対 しても適用できるのではないだろうか。

4.各 部 分 デ ー タベ ー ス

個 々 の デー タベ ース を もう少 し詳 し く説 明す る。

　 (1)木 皮画画像データベース

　前述 したように各クランは神話 を持つ。そのス ト

ーリーのい くつかの部分が組み合わされて、木皮画

に描かれる。木皮画自体には、その作者のプロフィ

ール(出 身クラン、その神話の伝承者など)、描か

れている動植物、デザインの特徴、描画技法、など、

固有の属性が附属 している。

　筆者 らのグループは、1980年代に国立民族学博物

館で収集され所蔵されている木皮画の写真を現地に

持参 して、神話内容の聞き取 りを行い、神話内容を

項 目に分けて記録するという作業 を進めている。こ

こで我々が気づいたのは、語 りの内容が必ず しも一

定しないことであった。

　現地では、インフォーマントたちに写真を見せな

がら、描かれている神話を語ってもらう。そのクラ

ンの成員は神話を知ってお り、それが成員であるこ

との証であるから、絵画の作者自身でなくても、誰

で も神話の内容を語ることがで きる。ところが、

個々の語りの内容は、同一であるとは限らない。語

り手個人の持つ価値観や文化的文脈上でのその人の

位置に応 じて差異があり、また時間的にも変化する。

すなわち、語 り手や描 き手は、文化的文脈及び個人

的文脈の枠内から逸脱で きない一個人なのである。

それを個々に記録することはまた、その文化解明に

とって大きな意味を持つことになる。

　こうした個人的な記録をも含めようとするなら、

一つの木皮画と言うオブジェクトには
、それ固有の

属性のセットが付属するとともに、個人差、時代変

化を反映した複数の 「語 り」がリンクされねばなら

ない(図3参 照)。神話は語 りを通 じてのみ実世界に

説明されるから、図の上部に示した神話体系そのも

のを把握することはで きない。この点では、図上部

の神話体系を 「クラス」と考えれば、図下部の木皮

画やその語 りは 「インスタンス」 と言える。あるい

は、ソシュール言語学風に言えば、上部を 「ラング」、

下部を 「パロール」 と見なすこともできよう。

　こうした構造を反映するために、木皮画画像デー

タベースは、図4に 示すような構造を持たせる。木

皮画に固有な属性 を記録 した木皮画データベースは

画像ファイルにリンクされるとともに、語 りデータ

ベース、人物データベースにもリンクされている。

ク ラ ン.1
ラ ン.2

神 話 要素一3
神 話要素 一n

神話 要素 一1

神 話要 素一4
神 話要 素・2

木皮画1 木皮 画.2 木 皮画.n

語 り.1　 語 り.2　 躇 り.n　 話 り.1　 語 り.2　 語 り,n　 語 り.1　 語 り.2　 語 り.n

図3.神 話 、木皮画 、語 りの関係
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ま た こ の木 皮 画 画 像 デ ー タ ベ ー ス は 、 木 皮 画ID、

神 話IDを 介 して 、 下記 の神 話 デ ー タベ ー ス 、 象 徴

作 用 デ ー タベ ー ス とリ ン ク され る こ とにな る。

　 (2)神 話データベース

　神話について語られた個々の 「語 り」を分析 し、

プロットやエピソードを構造化する手法を開発 して

データベース化する。プロットやエピソー ドの構造

化には、ランガナータン考案のファセット分類法に

おける 「基本カテゴリー」を援用するつもりである。

　神話を収集してみると、ある神話 とプロットは同

じだが、登場キャラクターや小道具、場所i時 間な

どが置 き換えられたバージョンが数多 く存在するこ

とがわかる。こうしたバージョンの同定やグループ

化は、文化の変容、伝播を解明する上で貴重な資料

となり得る。そこでこの神話データベースでは、プ

ロットやエピソー ドが相似の神話群に対 して、キャ

ラクター、小道具、場所、時間それぞれについての

置換対応表を設定しておき、この表 もデータベース

化 してお くことにする。

　 この置換対応表には、一つの神話群だけではな く、

他の神話群に対しても共通な部分を含むことがあり

得る。そうした共通の置換操作は、いわば、その文

化の成員に共有されている事物間の距離感、言い換

えれば、世界観の一部を表現 したものと考えること

ができる。その意味では、置換操作を収集すること

木皮画DB

木皮画ID

制作年代
神話ID

デザイン特徴

描法

登場動物リスト

登場植物リスト

登場無生物リスト

画家ID

画像ID

語 りDB

人物DB

曙 りID

木皮画ID

話者lo

ス トー リー

画像 ファイル

語 りID

木皮画ID

話 者ID

ス トー リー

語 りID

個人ID

名前

木皮画ID

話者iD

ス トー リー

生年

没年
クラ ン

言語

ID　of　Father

ID　 of　 Mother

ID　 of　 Mother's　 Mother's　 Brother

図4.木 皮画画像デー タベ ースの構造
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は、その文化の世界観を解明するのにも役立つであ

ろう。これはまた、次項の象徴作用における相似性

にも関係 して くると思われる。

　 (3)象 徴作用データベース

　言語表現上の象徴作用、及び木皮画表現上の象徴

作用を、前述のように(シ ニフィアン、シニフィエ、

表象)の 三項関係表で表現 したデータベースを作る。

象徴作用の媒介項である表象は、シニフィアン→シ

ニフィエという対応関係を説明する原理であり、形

や色の相似性、現象の共時性、など、比較的単純で

汎用性のあるものから、神話に含まれるエピソー ド

に基づ く地域性の強いものまで、いくつかのタイプ

に分類できるだろう。神話に基づ く表象に対しては、

該当する神話群へのリンク情報を付加 してお く。

　表象に関するデータを収集 ・蓄積 し、象徴作用を

悉皆的に調査 ・整理 していけば、それは1そ の地域

の文化成員が持つ連想やイメージの世界を表現 した

ものへ と発展する可能性があるから、その地域の精

神文化の研究に大 きく寄与することが期待できる。

なぜなら、象徴作用 とはiそ の文化の特徴 を最 も色

濃 く表現していると考えられるからである。

　 また、象徴作用は、シニフィアン⊃表象、シニフ

ィエ⊃表象、という論理式から推論されるものであ

る、と解釈できるかも知れない。この論理式に、文

化固有の規則性 を見いだすことができるならば、

「文化における推論規則」のようなものを導き出せ

る可能性 もある。

　 (4)総 合検 索 シス テ ム

　 上 記3つ の デ ー タベ ー ス は互 い に深 い 関係 を持

つ 。 「木 皮 画 画 像 デ ー タベ ー ス 」 の 語 り部 分 の サ

ブ ・デ ー タベ ー ス は 「神 話 デ ー タベ ース」 と、 描 法

の デ ー タは 「象 徴 作 用 デ ー タベ ース 」 と、 そ れぞ れ

関係 付 け られ ね ば な らな い し、 「神 話 デ ー タベ ー ス」

は 「象徴 作 用 デ ー タベ ー ス」 と深 く関 わ って い る。

　 そ こで 、 デ ー タベ ー ス を利 用 した研 究 を想 定 す れ

ば 、 デ ー タベ ー ス検 索 だ け で な く、 相互 に リ ンク を

参 照 で き、 さ らに リン ク先 の デ ー タベ ー ス を検 索 で

きる よ うな 、ハ イパ ー メ デ ィア とデ ー タベ ース 検 索

人文資料の劣化画像回復　47

が統合 された総合的検索システムが必須であろう。

　 こうしたシステムを用いれば、アボリジニ社会に

おける神話の伝承、描画技法の伝承、西欧化の進行

や貨幣経済の浸透などの外部世界か らの影響、それ

に伴 って生 じている土地権意識や女性人権意識の高

まりなど内部からの変化の影響、クラン(氏 族〉問

での神話やモチーフの相互影響の程度、文化伝播の

推測、などの解明に役立つことが期待できるだろう。

また、絵画には決して描かれないテーマや事物など

を見出すことができれば、いわば、「負の象徴作用」

やタブーと言った表現方法に関する問題など、興味

ある研究テーマも浮かび上がるに違いない。

　　5,対 アボリジニ観分析への応用

　以上のような画像データベースを元にして、アボ

リジニ精神世界の解明という目的だけでなく、アボ

リジニを見る外部世界か らのまなざしの解明とい

う、別の応用への展開も考えられる。

　近年では、民族学関係者だけでなく美術界におい

てもアボリジニ絵画への関心が高まり、オース トラ

リア国内だけでなく、日本など海外各地でも展覧会

が開催 されるようになった。画集、展覧会の図録、

論文などに取 り上げられる機会 も増えている。美術

界や美術市場での注目の増加につれて、絵画自身に

も、伝統的なモチーフや描法だけでな く、西欧の画

材や描法を用いるモダンな絵画の増加という変化が

起 きている。

　本来はアボリジニ社会内部における神話世界を伝

承す るためのイントラ ・メディアであった絵画が、

外部世界との情報交流のためのインター ・メディア

となってきたのだ。この場合、土産物市場、展覧会、

画集などで好んで取 り上げられる絵画のモチーフや

描法は、実は、非アボリジニ社会がアボリジニに対

して抱いているイメージ、すなわち 「アボリジニ観」

の反映であると言える。それはしば しば、西欧社会

自身が持つ、自然志向、素朴志向、精神世界志向を

仮託 したものである。こうした観方がまたアボリジ

ニ社会にフィー ドバックされ、絵画自身に変化を引

き起こすことも多いに違いない。換言すれば、絵画
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を生み出 した一次社会とそれを鑑賞する二次社会と

の間で相互作用が生 じているのである。

　こうした相互作用の解明は、民族学の分野で関心

が高い 「異文化観の再検討」という課題に結びつ く、

興味深いテーマでもある。そこで筆者らは、絵画デ

ータベースの構築とともに、各絵画が、画集や展覧

会でどのように取 り上げられたかを調査 し、データ

ベース化することも計画している。いわば、アボリ

ジニ絵画についての 「Citation　Index」を作ろうとい

うのである。もとより、悉皆的に引用調査 を行うに

は、民族学研究者だけでなく、美術研究者や美術館

との連携が必須であろう。

6.お わ り に

　オース トラリア ・アボリジニ絵画を題材にした画

像データベースの構想とねらいを述べた。現在は基

礎調査 とシステム設計を行っている段階であって、

コンピュータ上にシステムを実現 しているわけでは

ないが、人文科学分野への画像データベース応用例

の一つとして紹介した。画像データベースは、それ

自体で完結 して利用 されるだけでなく、利用目的に

見合ったサブ ・データベースと有機的に結びつけて

利用されると、面白い効果が得られる。

　 こうしたデータベースが公開され、関心ある研究

者の問で共有され、また共通化されるようになれば、

更に効果が上がるだろう。ただし、データベース利

用者ごとの関心や視点に少 しずつズレがある限 り、

データベースの共通化は必ずしも簡単ではない。共

通部分のデータベースと個人データベースとをどの

ように切 り分け、その間のインタフェースをどのよ

うに規定 してお くか、について念入りな事前の検討

が必要なことは言うまでもないだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　 (くぼ・まさとし)
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